
「まちだ未来の会」第 8回 学習会 

これからどうなる？ これからどうする！ 

さるびあ図書館 
                                  移動図書館そよかぜ号 

                               （町田市立図書館ホームページより） 

 

主 催：まちだ未来の会  連絡先： TEL 090(4703)8878（代表 薗田碩哉） 

    「まちだ未来の会」は町田市の生涯学習や文化行政に関心を寄せる一般市民の会です。 

     会の活動についてはヤフーブログ「まちだ未来の会」をご覧ください。 

共 催：町田の図書館活動をすすめる会 連絡先：TEL 042(676)4352（代表 手嶋孝典） 

     HPは、https://machida-library.jimdo.com/（「町田の図書館活動をすすめる会」で検索) 

日時： 2017 年 12 月 16 日（土） 午後 2 時～4 時 30 分 
場所： 町田市立中央図書館ホール（６F） 
 
講演： ①さるびあ図書館、その歴史・役割・意義 

手嶋孝典（町田市立図書館・元館長） 

②公共施設の長寿命化を考える―さるびあ図書館を例として― 

大宇根弘司（市内建築家） 

報告： ①「鶴川図書館の存続を求める請願」採択について 

       富岡秀行さん（公団鶴川団地自治会事務局長・ｾﾝﾀｰ名店会渉外担当） 

②「市民文学館ことばらんどの存続を求める請願」について 

 

質疑・討論：①さるびあ図書館存続の意味、長寿命化について 

        ②請願について 

 

参加申込み：当日、直接会場へ。 

   ＊今後の会活動のため、当日 1口 300円程度のカンパにご協力ください。 

 

 町田市では、いま「公共施設再編計画」の策定が進められています。計画では、生涯学習センター、

や図書館、文学館、博物館、自由民権資料館など、私たち市民にとって身近な施設の統廃合や民間活

力の導入等の検討が盛り込まれています。背景には少子高齢化や人口減少による厳しい財政事情があ

るのですが、そうした難問の解決には若者から高齢者まで、市民の叡智を集めた取り組みが必要です。 

 そこで「まちだ未来の会」では、今年６月から毎月、市の再編計画や公共施設のあり方について、

色々な観点から学び合う学習会を開く一方、市議会への請願などにも取り組んできました。今回は、

再編計画の対象とされている地域図書館、特に「さるびあ図書館」を取り上げ、同図書館の歴史や役

割、これからの可能性などを探ってみたいと考えます。奮ってご参加ください。 

 

https://machida-library.jimdo.com/

